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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 14日 (2007.2.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 光 源 装 置 １ に お い て は 、 従 来 の 光 源 装 置 と 比 べ て 、 発 光 チ ッ プ
２ と 冷 却 媒 体 Ｘ と が 接 触 す る 面 積 が 少 な い た め 、 発 光 チ ッ プ ２ の 冷 却 が 不 十 分 に な る こ と
が 想 像 で き る 。
　 し か し な が ら 、 発 光 チ ッ プ ２ は 、 発 熱 す る 発 光 層 の 上 に 伝 熱 性 の 低 い サ フ ァ イ ア 基 板 が
積 層 さ れ る 構 造 を 有 し て い る 。 こ の た め 、 従 来 の 光 源 装 置 の よ う に 発 光 チ ッ プ 全 体 を 冷 却
媒 体 Ｘ と 接 触 さ せ た 場 合 で あ っ て も 、 サ フ ァ イ ア 基 板 を 介 し て 冷 却 媒 体 Ｘ に よ っ て 放 熱 さ
れ る 熱 量 は 小 さ い 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 発 光 チ ッ プ ２ と 基 台 ３ と の 間 に 冷
却 媒 体 Ｘ を 配 置 す る だ け で 、 十 分 に 発 光 チ ッ プ ２ を 冷 却 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ は 、 本 第 ３ 実 施 形 態 の 光 源 装 置 に お け る 、 発 光 チ ッ プ ２ 及 び 基 台 ３ の 近 傍 を 拡 大 し
た 図 で あ る 。 な お 、 図 ５ に お い て は 、 紙 面 垂 直 方 向 が 冷 却 媒 体 Ｘ が 流 れ る 方 向 で あ る 。 そ
し て 、 こ の 図 に 示 す よ う に 、 本 第 ３ 実 施 形 態 の 光 源 装 置 は 、 冷 却 媒 体 Ｘ を 発 光 チ ッ プ ２ と
基 台 ３ と の 間 に 誘 導 す る 誘 導 手 段 と し て の 整 流 部 ２ ０ を 備 え て い る 。
　 こ の 整 流 部 ２ ０ は 、 発 光 チ ッ プ ２ の 側 面 に 沿 っ て 、 流 れ 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 こ の よ う な 整 流 部 ２ ０ を 備 え る こ と に よ っ て 、 発 光 チ ッ プ ２ と 基 台 ３ と の 間 に 流
入 し た 冷 却 媒 体 Ｘ は 、 途 中 で 発 光 チ ッ プ ２ と 基 台 ３ と の 間 か ら 流 れ 出 る こ と な く 、 発 光 チ



ッ プ ２ と 基 台 ３ と の 間 の 空 間 を 流 れ る 。
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